
超重要：キーワードとは 



キーワードを内側と外側から理解しよう 

キーワードは２つの面から見るとわかりやすい 
 

 ・内側＝検索者の意図 
 ・外側＝検索数 

 
　　  初心者が特に失敗しやすいのはココ 
 

　　  稼ぐには両方への理解が必須 
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キーワードの内側 



キーワードとは・・・ 
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○○の情報を知りたいな 
□□の問題を解決する方法は？ 

常に検索する人の意図を反映して 
キーワードが入力される 

欲しい、知りたいなどのニーズ 



キーワードが内包するもの → 「感情」 

あのコスメっていくらだっけ・・・ 
 

あのタレントさんの商品って？ 
 

あれって楽天でも買えるかな・・・ 
 

この商品の最安値は・・・ 

 

キーワードは「感情」が言葉という形で検索窓に入ったもの 
 

この「感情」を理解し、サイトで答えられるようになることが 
稼げるアフィリエイターになるために欠かせない力 
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「感情」を読み解く力を付けよう 

キーワードは「情報」「答え」探すための「鍵」 
 
緊急を要する感情を持った訪問者が来るキーワードを狙えれば 
少しの情報や答えだけでも商品は売れていく 
 

　→ 指名検索キーワードを狙う理由 
 
先々大きく稼ぐ場合、指名検索キーワード以外も狙っていく 
 

　→ 具体的な感情を表す関連キーワードのことも知っておく 
 
関連キーワードを知ることで、 
稼ぎに直結するキーワード選びやサイト作りを目指していく 
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関連キーワードとその重要性 

軸となるキーワードに付けて 
欲しい情報の方向を定めるキーワードのこと 

例：「永久脱毛」の場合 
 

「永久脱毛　安全」「永久脱毛　足」「永久脱毛　痛い」 

安全　→　安全性の確認、理由、事故有無を知りたい 
足　　→　費用、期間、方法を知りたい 
痛い　→　痛みのありなし、程度、対策を知りたい 

これらの関連キーワードに 
「内包される感情を読める力」が重要 
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キーワードの外側 



キーワードの検索数と検索意図の関係 

検索者は意図を持って検索行為を行なっている 

この時の意図や、キーワードの認知度や入力のしやすさから 
検索される回数に違いが出て、検索数というものを作り出す 
 
 

永久脱毛 
8000 

医療脱毛 
2000 

図のように同じような意味を持つ 
キーワードでも検索数が数倍違うという 
ケースがほとんど 
 
検索数が多いということは、 
悩みの強い人が含まれる可能性も大 
 
訪問者の意図もそうだが、将来的には 
検索数も参考にしたキーワード選びが 
できることを目指していく 

「永久脱毛」と「医療脱毛」の 
検索数の違い 

9 



ジャンル内での検索数とニーズの違い 

検索数が多い　↔　ニーズが弱い 
検索数が少ない　↔　ニーズが強い 

永久脱毛だけでは漠然としている意図が 
関連キーワードで具体化されていく 

また、検索数が多ければ多いほど、 
強いライバルがいるために参入が難しい 
 
これは脱毛案件以外のジャンルでも同様 
 
検索数とニーズの違いは常に意識する 

検索数：多 
ニーズ：弱 

検索数：少 
ニーズ：強 

永久脱毛 

永久脱毛　安全 
永久脱毛　足 
永久脱毛　痛み 

アリシアクリニック 
湘南美容外科 
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関連キーワードを探せるサービス 

関連キーワード取得ツール（仮・β版） 
http://www.related-keywords.com/ 
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関連キーワードを探せるサービス 

キーワードウォッチャー 
https://www.keywordwatcher.jp/ 
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キーワードの検索数も見ることが可能 
無料の場合、検索回数は月に20回まで 


